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研究成果の概要（和文）： 

本研究は、1年目に教員のニーズ調査から、スクールソーシャルワーク（SSW）が必要な領域

を明確化し、2008年国が始めることため、全国教育委員会にその報告書を配布した。２年目に

ワーカー(SSWer)へのインタビュー調査によって、その実践プロセスを明らかにし、３年目にそ

れらをまとめてわかりやすい形としてハンドブックを作成し、全国教育委員会、SSWerに配布

した。並行して研究会を全国規模で21回開催した。 
 
研究成果の概要（英文）： 
In the first year, this research clarified the area where the intervention of SSW is 

necessary by conducting the investigation to the teachers. In 2008, the Ministry of 

Education allotted a budget for a governmental project of placement of SSWer in elementary, 

junior high schools in Japan. So this research group distributed the report to the school 

boards. In the second year, the interview was done to SSWer and clarified the practical 

process of SSWer. In the result, this research made the handbook and distributed it to 

the school boards in Japan in the third year. In addition to these performances, the 

meeting of a nationwide scale about SSW was held 21times.  
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１．研究開始当初の背景 

学校は、ひとり親家庭や就学援助資金を受
給している家庭、生活保護家庭が多く、福祉
ニーズが非常に高いことが明らかにである。
福祉的な視点で過去の SSW を紹介した論文
はあるが（阪倉,2002）、現在の実態の中で福
祉的ニーズへの対応を強調したり、子ども家
庭相談体制に福祉として位置づけることを
主張した研究は見当たらなかった。 

 
２．研究の目的 
本研究は、SSW を福祉の子ども家庭相談

体制に位置づけ、福祉ニーズに対応する SSW
について、実際に実態調査からプログラム作
り・その普及・養成プログラムも視野に入れ
ることを目的とする。まだ、日本にＳＳＷが
十分根付いていない、スクールカウンセラー
との違いの明確さもないなかで、福祉の固有
性に迫りながら、体系的に実証研究として実
際の SSW の実践から生み出すことは非常に
意義深いと考える。 

 
３．研究の方法 
本研究の進め方は、ミシガン大学のトーマ

スらが提唱する研究開発手続（Design & 
Development：D＆D）を芝野（2002）が簡
略化し、修正した手続（M-D&D）に沿って
行う。M-D&D の基本的なプロセスは、①問
題の把握と分析、②プログラムの叩き台のデ
ザイン、③叩き台の試行・改良、④改良プロ
グラムの普及と誂え、である。以下の図のよ
うに進め、国内外を視野に調査、シンポジウ
ム開催、国際学会発表を行う。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

＜1 年目＞ 

Ⅰ.問題把握と分析 

１．教師の実態・ニーズ調査 

２．ニーズ調査から分析 

３．現在のＳＳＷ活動の整理 

４．海外調査研究 

＜2 年目＞ 

Ⅱ.叩き台のデザイン 

５．ワーカーへのインタビュ

ーからプログラムの作成 

６．「EBP に基づく SSW」国

際シンポジウム開催 

＜3 年目＞ 

Ⅲ.叩き台の試行、Ⅳ.普及 

７．プログラムの実行 

８．ＳＳＷ養成についての検討 

９．プログラムの宣伝 

国際学会含む学会発表、論文、著書等 

４．研究成果 
 1 年目はニーズ調査結果を報告書にし、最
終年には試行調査も行った上でのプロセス
を明示化した結果とわかりやすいハンドブ
ックを作成した。これらを 1 年目は全国教育
委員会のみ、最終年には全国の教育委員会、
SSWer、研究者、養成大学に配布した。並行
して行った研究会の報告書も３冊作成し、同
じく全国の上記のところに配布している。 
３年間の研究成果は、以下である。成果物

については全国から追加を受けている。 
① 始まったばかりのあいまいさのある

SSW の固有性、その実践プロセスを明
示化した 

② 文部科学省担当課においても注目され、
視察を受けたり、国で作成するガイド
となる本の作成に協力した 

③ 養成プログラムについても本研究を発
端に、日本社会福祉養成校協会による
全国検討に至り、養成システム作成に
貢献した（報告書を日本社会福祉養成
校協会において 1 冊、本学の養成冊子
を１冊作成した） 

④ 100年の歴史のあるイリノイとの交流、
調査研究によって、本研究プロセスが
エキサイティングであると評価を得て、
国際学会にて日本の SSW の成り立ち、
研究結果の報告を行った 

⑤ 社会福祉系学会や日本社会福祉学校連
盟での関心を得て、パネラーとしてい
くつか招聘を受けた 

⑥ 社会からの関心も受け、TV に４回、新
聞に３回、雑誌に２回、取り上げられ
た 

⑦ 本学内での SSW 研究会、その発展系の
研究会設立に至り、報告書を３冊作成
した 
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９．山野則子「大阪府教育委員会におけるス

クールソーシャルワーク事業の取り組



み」学校ソーシャルワーク学会編『スク

ールソーシャルワーカー養成テキスト』、中

央法規出版、2008 年、総 321 頁（著者

数：26 人、担当：218-225） 
 
 
〔その他〕 
ホームページ等 
http://www.human.osakafu-u.ac.jp/ssw/in
dex.html 
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